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論文内容要約 
 本研究ではシリケートの水溶液合成に適用可能な水分散性のシリコン原料であるプロピレングリコール修飾シ

























光体と同等まで向上した。発光のさらなる長波長化を検討し、Ca : Sr ＝ 1 : 1としてEu2+濃度を増加することで
639nmまで発光ピーク波長をレッドシフトできることを見出した。結晶構造解析により長波長発光を考察し、Eu
はイオン半径の近い Sr サイトを優先的に占有するが、一定量の Eu はより狭い Ca サイトも占有することから、
CaSrSiO4:Eu2+の長波長発光は Ca サイトを占有して強い結晶場に置かれた Eu2+からの発光と考えられることを示
した。 
  
 第4章「PGMSを用いた高輝度シリケート蛍光体の合成」では、PGMSのゲル化性能を活かした種々の合成法
を検討し、黄橙蛍光体Sr3SiO5:Eu2+を高輝度化することに取り組んだ。クエン酸を用いずに原料炭酸塩スラリーと
PGMSを混合してゲル化させる方法により、市販品より相純度が高く、高輝度な蛍光体が得られることを明らか
にした。この合成方法を緑色蛍光体 (Ba,Sr)2SiO4:Eu2+ の前駆体合成方法にも応用し、さらにフラックス還元焼成
過程、フラックス還元焼成条件が発光強度に与える影響、について詳細に調査した。得られた知見を用いてパイ
ロットスケール炉を用いた 1.3kg バッチでの還元焼成試験を行い、市販品同等以上の量子効率を持つ
(Ba,Sr)2SiO4:Eu2+ を合成した。 
 
 第5章「まとめ」では、第2章から第4章までの検討についてまとめ、本研究成果を総括した。 
 
